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∗ テスト技法とは

∗ 同値分割、境界値分析

∗ ディシジョンテーブル

∗ 直交表を用いた組合せテストの技法

目次



2
Copyright(C) 2011 Association of Software Test Engineering. All rights reserved.

テスト技法ってなんでしょう？

テスト技法とは

効率よくテストを設計（デザイン）する
ための手法やテクニック
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なぜ、テスト技法を使用した
テスト設計が必要なんでしょう？

テスト技法とは

全てをテストすることは不可能なので、
沢山のバグを見つけるためは「漏れ」
や「かぶり」のない、効率の良いテスト
を行う必要があるため
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テストのライフサイクル
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同値分割、境界値分析
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ある格闘ゲームの場合
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例題

この格闘ゲームのKO判定判定判定判定をテストしたい！

ある格闘ゲームの場合
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∗ 仕様を確認してみよう！

【仕様】

①．プレイヤーか対戦相手にダメージが発生した場合に

KO判定を行う。

②．体力からダメージをマイナスした結果、残り体力が0以下に

なった場合には0として扱う。

③．ダメージ反映後に体力が0の場合はKOとし試合を終了する。

KO判定をテストするために
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同値分割によるテスト設計：

プログラムのパラメータとして結果が同じになる

クラス（グループ）を作成し、その中で正常な値の範囲を

有効同値、それ以外を無効同値と定義する。

有効な値⇒有効同値（クラス）

無効な値⇒無効同値（クラス）

同値分割してみよう

casecase䠍䠍 casecase䠏䠏casecase䠎䠎

యຊ䠘䠌
↓ຠྠ್䜽䝷䝇

యຊ䠙䠌
᭷ຠྠ್䜽䝷䝇

䠌䠘యຊ
↓ຠྠ್䜽䝷䝇
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同値分割により発見した同値クラスに

該当するパラメータを算出する。

同値分割によるテスト

యຊ䠘䠌
↓ຠྠ್䜽䝷䝇

యຊ䠙䠌
᭷ຠྠ್䜽䝷䝇

䠌䠘యຊ
↓ຠྠ್䜽䝷䝇

యຊ䛜䠉䠑䛻
䛺䜛䜿䞊䝇

యຊ䛜䠌䛻
䛺䜛䜿䞊䝇

యຊ䛜䠑䛻
䛺䜛䜿䞊䝇

casecase䠍䠍 casecase䠏䠏casecase䠎䠎
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境界値分析によるテスト設計：

同値分割により発見したクラスの境界となる値を探す。

境界値分析を行う

境界値にはバグが潜んでいることが多い！
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同値分割により発見した同値クラス毎の

境界値となる値を探す。

境界値分析を行う

యຊ䠖䠉䠍
↓ຠྠ್䜽䝷䝇

యຊ䠖䠌
᭷ຠྠ್䜽䝷䝇

యຊ䠖䠍
↓ຠྠ್䜽䝷䝇

యຊ䛜䠉䠍䛻
䛺䜛䜿䞊䝇

యຊ䛜䠌䛻
䛺䜛䜿䞊䝇

యຊ䛜䠍䛻
䛺䜛䜿䞊䝇

casecase䠍䠍 casecase䠏䠏casecase䠎䠎
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ポイント：

境界値で重要なのは、単位！

例えば・・・

③．ダメージ反映後に体力が0の場合はKOとし試合を終了する。

③の仕様に関連する情報を調査したところ次の事がわかった。

・体力の単位は整数（最少単位が１）で処理される。

・ダメージ計算の小数点以下の端数は四捨五入を行う。

境界値分析を行う
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新たに発見した情報を元に境界値分析を行うと

次のようになる。

境界値分析を行う

CaseCase䠏䠏CaseCase䠎䠎

యຊ䠖䠌
᭷ຠྠ್䜽䝷䝇

యຊ䠖䠍
↓ຠྠ್䜽䝷䝇

యຊ䛜䠍䛻
䛺䜛䜿䞊䝇

䝎䝯䞊䝆䛾➃ᩘ䜢ྵ䜐䛸
యຊ䛜0.6䛻䛺䜛䜿䞊䝇

యຊ䛜䠌䛻
䛺䜛䜿䞊䝇

䝎䝯䞊䝆䛾➃ᩘ䜢ྵ䜐䛸
యຊ䛜0.5䛻䛺䜛䜿䞊䝇



15
Copyright(C) 2011 Association of Software Test Engineering. All rights reserved.

∗ 同値分割

プログラムが同じ処理単位とする値（クラス）を定義し、

それぞれのクラス毎の代表する値を与えた時に期待する
結果になることを確認する。

∗ 境界値分析

同値クラスの境界値を探し、各クラスの境界値を与えた
時に期待する結果になることを確認する。

同値分割と境界値分析のまとめ
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ディシジョンテーブル
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このゲームは次のよう攻撃パターンがある。

再び、ある格闘ゲームの場合

㏻ᖖᨷᧁ ᚲẅᢏ



18
Copyright(C) 2011 Association of Software Test Engineering. All rights reserved.

そして、受け手のパターンはこんな感じ。

再び、ある格闘ゲームの場合

㏻ᖖ≧ែ 䜺䞊䝗≧ែ
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例題：

攻撃攻撃攻撃攻撃パターンパターンパターンパターンと受け手のパターン組み合わせ条件から

ダメージ発生のテストを行いたい！

再び、ある格闘ゲームの場合

㏻ᖖ≧ែ 䜺䞊䝗≧ែ㏻ᖖᨷᧁ ᚲẅᢏ

ᨷᧁ䝟䝍䞊䞁䝟䝍䞊䞁䝟䝍䞊䞁䝟䝍䞊䞁 ཷྲཱྀྲཱྀྲཱྀ䛡䛡䛡䛡ᡭᡭᡭᡭ䛾䛾䛾䛾䝟䝍䞊䞁䝟䝍䞊䞁䝟䝍䞊䞁䝟䝍䞊䞁
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∗ 仕様を分析してみよう！

【仕様】

①．通常状態にダメージが発生した場合は、ダメージ量を
１倍で計算する。

②．ガード状態は必殺技以外のダメージを０倍にする。

③．ガード状態は必殺技のダメージを０．５倍にする。

④．体力残り１０％以下のガード状態は全ての

ダメージを０倍にする。

ダメージ発生を
テストするために
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∗ ディシジョンテーブルで書いてみよう！

仕様が確認できたところで
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

①.条件（前提、入力など）を書き出します

通常状態

ガード状態

体力１０％以下

通常攻撃

必殺技

条
件
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

②.次に期待する（動作の）結果を書く

通常状態

ガード状態

体力１０％以下

通常攻撃

必殺技

ダメージ×0

ダメージ×0.5

ダメージ×1

結
果
／
動
作
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

③.次に条件のY（Yes）/N（No）を書き出す。

通常状態 Y Y Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y N N Y Y N Y N N Y N N N Y N N N N N

ガード状態 Y Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y N Y N Y N Y N Y N N Y N N N Y N N N N

体力１０％以下 Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y Y N N Y N Y Y N N Y N N Y N N N Y N N N

通常攻撃 Y Y N Y Y Y N Y Y Y N N N Y Y Y N N N Y Y Y N N N Y N N N Y N N

必殺技 Y N Y Y Y Y N N N N Y Y Y Y Y Y N N N N N N Y Y Y Y N N N N Y N

ダメージ×0

ダメージ×0.5

ダメージ×1

１列が１テストケース
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

④.ありえない動作に“-”と該当する結果に“X”を書き出す。

通常状態 Y Y Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y N N Y Y N Y N N Y N N N Y N N N N N

ガード状態 Y Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y N Y N Y N Y N Y N N Y N N N Y N N N N

体力１０％以下 Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y Y N N Y N Y Y N N Y N N Y N N N Y N N N

通常攻撃 Y Y N Y Y Y N Y Y Y N N N Y Y Y N N N Y Y Y N N N Y N N N Y N N

必殺技 Y N Y Y Y Y N N N N Y Y Y Y Y Y N N N N N N Y Y Y Y N N N N Y N

ダメージ×0 - - - - - - - - X - X - - - - ※※ X - ※ - ※※※※※※

ダメージ×0.5 - - - - - - - - - - - - - - X -

ダメージ×1 - - - - - - - - X - X - - - - X - X -

※䛣䛾㢟䛷䛿䝔䝇䝖䛾ᑐ㇟䛸䛿䛧䜎䛫䜣䚹
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

⑤.結果が確認できない（ -のみの）ケースを削除する。

通常状態 Y Y Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y N N Y Y N Y N N Y N N N Y N N N N N

ガード状態 Y Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y N Y N Y N Y N Y N N Y N N N Y N N N N

体力１０％以下 Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y Y N N Y N Y Y N N Y N N Y N N N Y N N N

通常攻撃 Y Y N Y Y Y N Y Y Y N N N Y Y Y N N N Y Y Y N N N Y N N N Y N N

必殺技 Y N Y Y Y Y N N N N Y Y Y Y Y Y N N N N N N Y Y Y Y N N N N Y N

ダメージ×0 - - - - - - - - X - X - - - - ※※ X - ※ - ※※※※※※

ダメージ×0.5 - - - - - - - - - - - - - - X -

ダメージ×1 - - - - - - - - X - X - - - - X - X -

※౽ᐅୖ䚸๐㝖䛧䛶䛔䜎䛩䚹
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

⑤.結果が確認できない（ -のみの）ケースを削除する。

通常状態 Y Y Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y N N Y Y N Y N N Y N N N Y N N N N N

ガード状態 Y Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y N Y N Y N Y N Y N N Y N N N Y N N N N

体力１０％以下 Y Y Y N Y Y Y N Y Y N Y Y N N Y N Y Y N N Y N N Y N N N Y N N N

通常攻撃 Y Y N Y Y Y N Y Y Y N N N Y Y Y N N N Y Y Y N N N Y N N N Y N N

必殺技 Y N Y Y Y Y N N N N Y Y Y Y Y Y N N N N N N Y Y Y Y N N N N Y N

ダメージ×0 - - - - - - - - X - X - - - - ※※ X - ※ - ※※※※※※

ダメージ×0.5 - - - - - - - - - - - - - - X -

ダメージ×1 - - - - - - - - X - X - - - - X - X -

※※౽ᐅୖ䚸๐㝖䛧䛶䛔䜎䛩䚹
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⑤.結果が確認できない（ -のみの）ケースを削除する。

通常状態 Y N Y N Y N Y N

ガード状態 N Y N Y N Y N Y

体力１０％以下 Y Y Y Y N N N N

通常攻撃 Y Y N N Y Y N N

必殺技 N N Y Y N N Y Y

ダメージ×0 X X X

ダメージ×0.5 X

ダメージ×1 X X X X

ディシジョンテーブルを作成してみよう
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

⑥.テストケースをまとめる。

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ ５５５５ ６６６６ ７７７７ ８８８８

通常状態 Y N Y N Y N Y N

ガード状態 N Y N Y N Y N Y

体力１０％以下 Y Y Y Y N N N N

通常攻撃 Y Y N N Y Y N N

必殺技 N N Y Y N N Y Y

ダメージ×0 X X X

ダメージ×0.5 X

ダメージ×1 X X X X

ガード状態で体力10％の組み合わせの条件

はそれ以下の条件に何を当てはめても
同じ結果になるので２，４のケースは
攻撃パターンを“-”にする。
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

⑥.テストケースをまとめる。

１１１１ ２２２２ ３３３３ ５５５５ ６６６６ ７７７７ ８８８８

通常状態 Y N Y Y N Y N

ガード状態 N Y N N Y N Y

体力１０％以下 Y Y Y N N N N

通常攻撃 Y - N Y Y N N

必殺技 N - Y N N Y Y

ダメージ×0 X X

ダメージ×0.5 X

ダメージ×1 X X X X

ガード状態で体力10％の組み合わせの条件

はそれ以下の条件に何を当てはめても
同じ結果になるので２，４のケースは
攻撃パターンを“-”にする。
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ディシジョンテーブルを作成してみよう

⑦.ディシジョンテーブル完成。

１１１１ ２２２２ ３３３３ ５５５５ ６６６６ ７７７７ ８８８８

通常状態 Y N Y Y N Y N

ガード状態 N Y N N Y N Y

体力１０％以下 Y Y Y N N N N

通常攻撃 Y Y N Y Y N N

必殺技 N N Y N N Y Y

ダメージ×0 X X

ダメージ×0.5 X

ダメージ×1 X X X X

この列が最終的なテストケース
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᮲௳䛾୍ぴ

⤖ᯝ䛾୍ぴ

᮲௳䛾⤌ྜ䛫

⤖ᯝ䛾⤌ྜ䛫

ディシジョンテーブルのまとめ
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組合せテストの技法

～直交表を用いたテスト技法～
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∗ 例題

ロボット対戦のゲームにおいて、選択したロボットや装備
で正しくゲームが開始できるかをテストしたい。

例題
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例題

∗ 仕様

・コンピュータとプレイヤーの対戦型である。

・ロボットを操縦するパイロットキャラクターとして「男性」と「女
性」のどちらかを選択できる。

・ロボットは4種類のロボットから選択できる。

ロボット：デバッグスター、ゴットハンドⅡ、

ユーザビリティⅠ、スタブエース

・ロボットには、4種類ある武器から1つと3種類の防具から1つ

を選択できる。

武器：バズーカ、マシンガン、ライフル、サーベル

防具：金のシールド、鉄のシールド、木のシールド
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全組合せ

∗ 組合せを考えてみる。

パイロット(2)×ロボット(4)×武器(4)×防具(3)

=96通り

全部やりますか？

䝻䝪䝻䝪䝻䝪䝻䝪㻭㻭㻭㻭 䝻䝪䝻䝪䝻䝪䝻䝪㻮㻮㻮㻮 䝻䝪䝻䝪䝻䝪䝻䝪CCCC 䝻䝪䝻䝪䝻䝪䝻䝪DDDD 䝻䝪䝻䝪䝻䝪䝻䝪㻭㻭㻭㻭 䝻䝪䝻䝪䝻䝪䝻䝪㻮㻮㻮㻮 䝻䝪䝻䝪䝻䝪䝻䝪CCCC 䝻䝪䝻䝪䝻䝪䝻䝪DDDD

㜵ල㜵ල㜵ල㜵ල㻭㻭㻭㻭 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○

㜵ල㜵ල㜵ල㜵ල㻮㻮㻮㻮 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○

㜵ල㜵ල㜵ල㜵ලCCCC ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○

㜵ල㜵ල㜵ල㜵ල㻭㻭㻭㻭 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○

㜵ල㜵ල㜵ල㜵ල㻮㻮㻮㻮 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○
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全組合せ

∗ 減らしてみる。

なんとなく網羅(カバレッジ)できた！！ 気がする。

こんなことになっていませんか？
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∗ 直交表を使った場合のテストケース数は16通り。

直交表を使うと

Case1Case1Case1Case1：：：： 「男性」-「デバッグスター」 -「バズーカ」 -「金のシールド」
Case2Case2Case2Case2：：：： 「男性」-「ゴットハンドⅡ」 -「マシンガン」-「鉄のシールド」
Case3Case3Case3Case3：：：： 「男性」-「ユーザビリティⅠ」-「ライフル」 -「木のシールド」
Case4Case4Case4Case4：：：： 「男性」-「スタブエース」 -「サーベル」 -「金のシールド」
Case5Case5Case5Case5：：：： 「男性」-「デバッグスター」 -「マシンガン」-「金のシールド」
Case6Case6Case6Case6：：：： 「男性」-「ゴットハンドⅡ」 -「バズーカ」 -「木のシールド」
Case7Case7Case7Case7：：：： 「男性」-「ユーザビリティⅠ」-「サーベル」 -「鉄のシールド」
Case8Case8Case8Case8：：：： 「男性」-「スタブエース」 -「ライフル」 -「金のシールド」
Case9Case9Case9Case9：：：： 「女性」-「デバッグスター」 -「ライフル」 -「鉄のシールド」
Case10Case10Case10Case10：：：：「女性」-「ゴットハンドⅡ」 -「サーベル」 -「金のシールド」
Case11Case11Case11Case11：：：：「女性」-「ユーザビリティⅠ」-「バズーカ」 -「金のシールド」
Case12Case12Case12Case12：：：：「女性」-「スタブエース」 -「マシンガン」-「木のシールド」
Case13Case13Case13Case13：：：：「女性」-「デバッグスター」 -「サーベル」 -「木のシールド」
Case14Case14Case14Case14：：：：「女性」-「ゴットハンドⅡ」 -「ライフル」 -「金のシールド」
Case15Case15Case15Case15：：：：「女性」-「ユーザビリティⅠ」-「マシンガン」-「金のシールド」
Case16Case16Case16Case16：：：：「女性」-「スタブエース」 -「バズーカ」 -「鉄のシールド」



39
Copyright(C) 2011 Association of Software Test Engineering. All rights reserved.

∗ なぜこうなるのか？

→2因子因子因子因子の組合せに注目しているから。

因子と水準

用語の整理

因子因子因子因子：：：： テスト対象機能(パラメータ)

※今回のケースでは「パイロット」や「ロボット」

水準水準水準水準：：：： パラメータが取り得る値

※今回のケースでは「デバッグスター」や「ユーザビリティⅠ」

直交表直交表直交表直交表：：：： 各因子の水準が同じ回数だけ出現する特徴を持った表
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∗ なぜ2因子なのか？

２因子の注目

※ฟᒎ䠖D.Richard Kuhn Software Fault Interactions and Implications for Software Testing

,IEEE Transactions on software engineering,Vol.30,2004
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∗ 直交表の作り方

・L2直交表を作成する

・L4直交表へ拡張する

・L2からL4への拡張と同じようにして、目的のサイズになるま

で直交表の拡張を繰り返す。

→目的のサイズとは：

直交表直交表直交表直交表のののの大大大大きさきさきさきさ = ΣΣΣΣ(各因子各因子各因子各因子のののの水準数水準数水準数水準数-1) +1

例題例題例題例題ではではではでは、、、、(2-1)+(4-1)+(4-1)+(3-1)+1=10 ≒≒≒≒ L16

※※※※ただしただしただしただし、、、、多水準結合可能多水準結合可能多水準結合可能多水準結合可能なななな制限制限制限制限にかかるにかかるにかかるにかかる場合場合場合場合もありもありもありもあり。。。。

直交表の作り方 ～１～
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∗ L2直交表を作り、L4直交表に拡張する。

直交表の作り方 ～２～

∗ まずはL2直交表を作る

１2

因子1

０1

因子
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①①①①行増行増行増行増やしやしやしやし(1行毎行毎行毎行毎にににに挿入挿入挿入挿入)てててて、、、、一一一一つつつつ上上上上のののの水準水準水準水準をそのままをそのままをそのままをそのまま設定設定設定設定

②②②②列列列列(因子因子因子因子)をををを増増増増やしてやしてやしてやして、、、、水準水準水準水準をををを交互交互交互交互(0/1)にににに設定設定設定設定

③③③③既存既存既存既存のののの因子因子因子因子とととと、、、、②②②②でででで追加追加追加追加したしたしたした因子因子因子因子のののの水準水準水準水準ののののXORをををを取取取取ってってってって新新新新しいしいしいしい列列列列(因子因子因子因子)にににに設定設定設定設定

直交表の作り方 ～３～

∗ L4直交表に拡張する。

１2

因子1

０1

因子

1⾜ẖ⾜ẖ⾜ẖ⾜ẖ䛻䛻䛻䛻⾜⾜⾜⾜

ᤄධᤄධᤄධᤄධ
１3

０2

１4

因子1

０1

因子

୍୍୍୍䛴䛴䛴䛴ୖୖୖୖ䛾䛾䛾䛾Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽䜢䜢䜢䜢
䛭䛾䜎䜎䛭䛾䜎䜎䛭䛾䜎䜎䛭䛾䜎䜎タᐃタᐃタᐃタᐃ
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①①①①行増行増行増行増やしやしやしやし(1行毎行毎行毎行毎にににに挿入挿入挿入挿入)てててて、、、、一一一一つつつつ上上上上のののの水準水準水準水準をそのままをそのままをそのままをそのまま設定設定設定設定

②②②②列列列列(因子因子因子因子)をををを増増増増やしてやしてやしてやして、、、、水準水準水準水準をををを交互交互交互交互(0/1)にににに設定設定設定設定

③③③③既存既存既存既存のののの因子因子因子因子とととと、、、、②②②②でででで追加追加追加追加したしたしたした因子因子因子因子のののの水準水準水準水準ののののXORをををを取取取取ってってってって新新新新しいしいしいしい列列列列(因子因子因子因子)にににに設定設定設定設定

直交表の作り方 ～４～

∗ L4直交表に拡張する。
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０
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０
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０
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①①①①行増行増行増行増やしやしやしやし(1行毎行毎行毎行毎にににに挿入挿入挿入挿入)てててて、、、、一一一一つつつつ上上上上のののの水準水準水準水準をそのままをそのままをそのままをそのまま設定設定設定設定

②②②②列列列列(因子因子因子因子)をををを増増増増やしてやしてやしてやして、、、、水準水準水準水準をををを交互交互交互交互(0/1)にににに設定設定設定設定

③③③③既存既存既存既存のののの因子因子因子因子とととと、、、、②②②②でででで追加追加追加追加したしたしたした因子因子因子因子のののの水準水準水準水準ののののXORをををを取取取取ってってってって新新新新しいしいしいしい列列列列(因子因子因子因子)にににに設定設定設定設定

直交表の作り方 ～５～

∗ L4直交表に拡張する。
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０1

因子
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因子1

０1
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０

１
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０
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１

０

１
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XOR ００００
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XOR １１１１

XOR ００００

XOR䜢䜢䜢䜢ྲྀྲྀྲྀ䛳䛶䛳䛶䛳䛶䛳䛶

᪂᪂᪂᪂䛧䛔䛧䛔䛧䛔䛧䛔ᅉᏊᅉᏊᅉᏊᅉᏊ䛻䛻䛻䛻タタタタ
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L4直交表直交表直交表直交表のののの完成完成完成完成

直交表の作り方 ～６～

∗ L4直交表に拡張する。
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直交表の作り方 ～７～

∗ L4→L8直交表に拡張する。
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୍୍୍୍䛴䛴䛴䛴ୖୖୖୖ䛾䛾䛾䛾Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽䜢䜢䜢䜢
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直交表の作り方 ～８～

∗ L4→L8直交表に拡張する。
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直交表の作り方 ～９～

∗ L4→L8直交表に拡張する。
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直交表の作り方 ～１０～

∗ L4→L8直交表に拡張する。
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直交表の作り方 ～１１～

∗ L4→L8直交表に拡張する。
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同同同同じじじじ方法方法方法方法でででで、、、、どんどんどんどんどんどんどんどん拡大可能拡大可能拡大可能拡大可能！！！！！！！！ →→→→L16, L32, L64, L128….

直交表の作り方 ～１２～

∗ L4→L8直交表に拡張する。
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０

１

０

因子5

１

０

１

０

１

０

１

０

因子4

０１１8

１０１6

１１０4

０００2

０

１

１

０

因子3

１

０

１

０

因子2

１5

０3

１7

因子1

０1

因子

XOR

０

１

１

０

１

０

０

１１

０

０

１

０

１

１

０

因子7

０

１

１

０

０

１

１

０

因子6

０

１

０

１

１

０

１

０

因子5

１

０

１

０

１

０

１

０

因子4

０１１8

１０１6

１１０4

０００2

０

１

１

０

因子3

１

０

１

０

因子2

１5

０3

１7

因子1

０1

因子
ᡂᡂᡂᡂ
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∗ 因子と水準を整理する。

直交表への割付け ～１～

女性

男性

パイロット

ゴットハンドⅡ

スタブエース

ユーザビリティⅠ

デバッグスター

ロボット

マシンガン

サーベル

ライフル

バズーカ

武器

鉄のシールド

木のシールド

金のシールド

防具

∗ 直交表の大きさを決める。

直交表直交表直交表直交表のののの大大大大きさきさきさきさ = ΣΣΣΣ(各因子各因子各因子各因子のののの水準数水準数水準数水準数-1) +1

例題例題例題例題ではではではでは、、、、(2-1)+(4-1)+(4-1)+(3-1)+1=10 ≒≒≒≒ L16
※※※※ただしただしただしただし、、、、多水準結合可能多水準結合可能多水準結合可能多水準結合可能なななな制限制限制限制限にかかるにかかるにかかるにかかる場合場合場合場合もありもありもありもあり。。。。
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∗ 直交表を用意する。今回のケースではL16直交表。

直交表への割付け ～２～

1111 2222 3333 4444 5555 6666 7777 8888 9999 10101010 11111111 12121212 13131313 14141414 15151515

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111
0000 0000 0000 1111 1111 1111 1111 0000 0000 0000 0000 1111 1111 1111 1111
0000 0000 0000 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 0000 0000 0000 0000
0000 1111 1111 0000 0000 1111 1111 0000 0000 1111 1111 0000 0000 1111 1111
0000 1111 1111 0000 0000 1111 1111 1111 1111 0000 0000 1111 1111 0000 0000
0000 1111 1111 1111 1111 0000 0000 0000 0000 1111 1111 1111 1111 0000 0000
0000 1111 1111 1111 1111 0000 0000 1111 1111 0000 0000 0000 0000 1111 1111
1111 0000 1111 0000 1111 0000 1111 0000 1111 0000 1111 0000 1111 0000 1111
1111 0000 1111 0000 1111 0000 1111 1111 0000 1111 0000 1111 0000 1111 0000
1111 0000 1111 1111 0000 1111 0000 0000 1111 0000 1111 1111 0000 1111 0000
1111 0000 1111 1111 0000 1111 0000 1111 0000 1111 0000 0000 1111 0000 1111
1111 1111 0000 0000 1111 1111 0000 0000 1111 1111 0000 0000 1111 1111 0000
1111 1111 0000 0000 1111 1111 0000 1111 0000 0000 1111 1111 0000 0000 1111
1111 1111 0000 1111 0000 0000 1111 0000 1111 1111 0000 1111 0000 0000 1111
1111 1111 0000 1111 0000 0000 1111 1111 0000 0000 1111 0000 1111 1111 0000
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1111 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

0000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0000 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
0000 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1
0000 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0
0000 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1
0000 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0
0000 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
0000 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1
1111 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1
1111 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0
1111 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0
1111 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1
1111 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0
1111 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1
1111 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1
1111 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0

1111 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0000 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
0000 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1
0000 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0
0000 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1
0000 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0
0000 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
0000 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1

ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1
1111 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0
1111 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0
1111 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1
1111 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0
1111 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1
1111 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1
1111 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0

∗ 「パイロット」を割り付ける。

→水準は「男性」、「女性」の2種類なので「0」、「1」に割り付ける

直交表への割付け ～３～

0→→→→⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ
1→→→→ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ
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1111 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

0000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0000 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
0000 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1
0000 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0
0000 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1
0000 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0
0000 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
0000 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1
1111 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1
1111 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0
1111 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0
1111 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1
1111 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0
1111 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1
1111 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1
1111 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0

1111 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0000 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
0000 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1
0000 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0
0000 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1
0000 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0
0000 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
0000 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1

ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1
1111 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0
1111 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0
1111 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1
1111 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0
1111 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1
1111 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1
1111 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0

∗ 「パイロット」を割り付ける。

→水準は「男性」、「女性」の2種類なので「0」、「1」に割り付ける

直交表への割付け ～４～

1111 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1
⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0
⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1
⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0
⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1
ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1
ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0
ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0
ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1
ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0
ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1
ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1
ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0

0→→→→⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ
1→→→→ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ
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∗ 「ロボット」を割り付ける。
→水準は「デバッグスター」、「ゴットハンドⅡ」、「ユーザビリティⅠ」、

「スタブエース」の4種類なので「0」、「1」では割り付けられない！！

直交表への割付け ～５～

∗ 他水準直交表に変形させる。

→3以上の水準が割り付けられるようにする。

1111 2222 3333

0000 0000 0000

0000 0000 0000
0000 0000 0000
0000 0000 0000
0000 1111 1111
0000 1111 1111
0000 1111 1111
0000 1111 1111
1111 0000 1111

1111 2222 3333

000000000000
000000000000
000000000000
000000000000
011011011011
011011011011
011011011011
011011011011
101101101101

・
・
・

・
・
・
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直交表への割付け ～６～

1111 2222 3333

0000 0000 0000

0000 0000 0000
0000 0000 0000
0000 0000 0000
0000 1111 1111
0000 1111 1111
0000 1111 1111
0000 1111 1111
1111 0000 1111
1111 0000 1111
1111 0000 1111
1111 0000 1111
1111 1111 0000
1111 1111 0000
1111 1111 0000
1111 1111 0000

000→䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊

011→䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ

101→䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ

110→䝇䝍䝤䜶䞊䝇

1111 2222 3333

110110110110
110110110110
110110110110

101101101101
101101101101
101101101101
110110110110

000000000000
000000000000
000000000000
000000000000

101101101101

011011011011
011011011011
011011011011
011011011011

1111 2222 3333

䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱ⅠⅠⅠⅠ
䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇
䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇
䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇

䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ
䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱ⅠⅠⅠⅠ
䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱ⅠⅠⅠⅠ
䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱ⅠⅠⅠⅠ

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ
䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ
䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ
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線点図を利用する。

直交表への割付け ～７～

前の例ではさらっと結合したが、どの列でも適当にくっつければ

よいというものではない。

直交表の特性上、結合できる列の組み合わせは決まっている。

→ex) 4水準列の場合、任意の2列とその交互作用に当たる

列を結合。
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直交表への割付け ～８～

∗ 線点図

L8䛾ሙྜ䛻䛿䚸1,2,3ิ䜢䛟䛳䛴䛡
䛶4Ỉ‽䛻䛧䛶䜘䛔䛸ぢ䜛

L16䛾ሙྜ䛻䛿䚸1䡚7ิ䜢䛟䛳䛴
䛡䛶8Ỉ‽䛻䛧䛶䜘䛔䛸ぢ䜛

※ฟᒎ䠖JaSST’05 in Osaka 䛂䛂䛂䛂┤⾲䜢ά⏝䛧䛯䝋䝣䝖䜴䜵䜰䝔䝇䝖䛾ຠ⋡䛃䛃䛃䛃 ⛅ᒣᾈ୍

L８直交表用

L16直交表用
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1 2 3 4444 5 6 7 8888 9 10 11 12121212 13 14 15

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 1111 1 1 1 1111 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 0000 0 0 0 1111 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 1111 1 1 1 0000 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0000 0 1 1 0000 0 1 1 0000 0 1 1
⏨ᛶ 1 1 0000 0 1 1 1111 1 0 0 1111 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1111 1 0 0 0000 0 1 1 1111 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1111 1 0 0 1111 1 0 0 0000 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 1111 0 1 0 1111 0 1 0
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 0000 1 0 1 1111 0 1 0
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 1111 0 1 0 0000 1 0 1
ዪᛶ 1 0 0000 1 1 0 0000 1 1 0 0000 1 1 0
ዪᛶ 1 0 0000 1 1 0 1111 0 0 1 1111 0 0 1
ዪᛶ 1 0 1111 0 0 1 0000 1 1 0 1111 0 0 1
ዪᛶ 1 0 1111 0 0 1 1111 0 0 1 0000 1 1 0

直交表への割付け ～９～

∗ ロボットの割付
→線点図より「4」、「8」、「12」列を利用して割り付ける。

4,8,12ิิิิ䜢䜢䜢䜢ᢳฟᢳฟᢳฟᢳฟ
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1 2 3 4444 5 6 7 8888 9 10 11 12121212 13 14 15

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 1111 1 1 1 1111 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 0000 0 0 0 1111 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 1111 1 1 1 0000 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0000 0 1 1 0000 0 1 1 0000 0 1 1
⏨ᛶ 1 1 0000 0 1 1 1111 1 0 0 1111 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1111 1 0 0 0000 0 1 1 1111 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1111 1 0 0 1111 1 0 0 0000 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 1111 0 1 0 1111 0 1 0
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 0000 1 0 1 1111 0 1 0
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 1111 0 1 0 0000 1 0 1
ዪᛶ 1 0 0000 1 1 0 0000 1 1 0 0000 1 1 0
ዪᛶ 1 0 0000 1 1 0 1111 0 0 1 1111 0 0 1
ዪᛶ 1 0 1111 0 0 1 0000 1 1 0 1111 0 0 1
ዪᛶ 1 0 1111 0 0 1 1111 0 0 1 0000 1 1 0

1 4444 8888 12121212 2 3 5 6 7 9 10 11 13 14 15

⏨ᛶ 0000 0000 0000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0000 1111 1111 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
⏨ᛶ 1111 0000 1111 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
⏨ᛶ 1111 1111 0000 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 0000 0000 0000 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
⏨ᛶ 0000 1111 1111 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0
⏨ᛶ 1111 0000 1111 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1111 1111 0000 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1
ዪᛶ 0000 0000 0000 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0000 1111 1111 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
ዪᛶ 1111 0000 1111 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
ዪᛶ 1111 1111 0000 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
ዪᛶ 0000 0000 0000 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0
ዪᛶ 0000 1111 1111 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 1111 0000 1111 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1
ዪᛶ 1111 1111 0000 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0

直交表への割付け ～１０～

∗ ロボットの割付
→線点図より「4」、「8」、「12」列を利用して割り付ける。

4,8,12ิิิิ䜢䜢䜢䜢ᐤᐤᐤᐤ䛫䜛䛫䜛䛫䜛䛫䜛
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1 2 3 4444 5 6 7 8888 9 10 11 12121212 13 14 15

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 1111 1 1 1 1111 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 0000 0 0 0 1111 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 1111 1 1 1 0000 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0000 0 1 1 0000 0 1 1 0000 0 1 1
⏨ᛶ 1 1 0000 0 1 1 1111 1 0 0 1111 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1111 1 0 0 0000 0 1 1 1111 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1111 1 0 0 1111 1 0 0 0000 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 1111 0 1 0 1111 0 1 0
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 0000 1 0 1 1111 0 1 0
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 1111 0 1 0 0000 1 0 1
ዪᛶ 1 0 0000 1 1 0 0000 1 1 0 0000 1 1 0
ዪᛶ 1 0 0000 1 1 0 1111 0 0 1 1111 0 0 1
ዪᛶ 1 0 1111 0 0 1 0000 1 1 0 1111 0 0 1
ዪᛶ 1 0 1111 0 0 1 1111 0 0 1 0000 1 1 0

1 4444 8888 12121212 2 3 5 6 7 9 10 11 13 14 15

⏨ᛶ 0000 0000 0000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0000 1111 1111 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
⏨ᛶ 1111 0000 1111 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
⏨ᛶ 1111 1111 0000 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 0000 0000 0000 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
⏨ᛶ 0000 1111 1111 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0
⏨ᛶ 1111 0000 1111 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1111 1111 0000 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1
ዪᛶ 0000 0000 0000 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0000 1111 1111 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
ዪᛶ 1111 0000 1111 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
ዪᛶ 1111 1111 0000 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
ዪᛶ 0000 0000 0000 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0
ዪᛶ 0000 1111 1111 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 1111 0000 1111 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1
ዪᛶ 1111 1111 0000 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0

直交表への割付け ～１１～

∗ ロボットの割付
→線点図より「4」、「8」、「12」列を利用して割り付ける。

1 4444 8888 12121212 2 3 5 6 7 9 10 11 13 14 15

⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
⏨ᛶ 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
ዪᛶ 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1
ዪᛶ 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0110110110110

110110110110
000000000000
011011011011
101101101101

110110110110
000000000000
011011011011
101101101101

110110110110
000000000000
011011011011
101101101101

000000000000
011011011011
101101101101 4,8,12ิิิิ䜢䜢䜢䜢⤖ྜ⤖ྜ⤖ྜ⤖ྜ
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1 2 3 4444 5 6 7 8888 9 10 11 12121212 13 14 15

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 1111 1 1 1 1111 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 0000 0 0 0 1111 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 1111 1 1 1 0000 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0000 0 1 1 0000 0 1 1 0000 0 1 1
⏨ᛶ 1 1 0000 0 1 1 1111 1 0 0 1111 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1111 1 0 0 0000 0 1 1 1111 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1111 1 0 0 1111 1 0 0 0000 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 1111 0 1 0 1111 0 1 0
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 0000 1 0 1 1111 0 1 0
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 1111 0 1 0 0000 1 0 1
ዪᛶ 1 0 0000 1 1 0 0000 1 1 0 0000 1 1 0
ዪᛶ 1 0 0000 1 1 0 1111 0 0 1 1111 0 0 1
ዪᛶ 1 0 1111 0 0 1 0000 1 1 0 1111 0 0 1
ዪᛶ 1 0 1111 0 0 1 1111 0 0 1 0000 1 1 0

1 4444 8888 12121212 2 3 5 6 7 9 10 11 13 14 15

⏨ᛶ 0000 0000 0000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0000 1111 1111 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
⏨ᛶ 1111 0000 1111 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
⏨ᛶ 1111 1111 0000 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 0000 0000 0000 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
⏨ᛶ 0000 1111 1111 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0
⏨ᛶ 1111 0000 1111 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1111 1111 0000 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1
ዪᛶ 0000 0000 0000 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0000 1111 1111 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
ዪᛶ 1111 0000 1111 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
ዪᛶ 1111 1111 0000 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
ዪᛶ 0000 0000 0000 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0
ዪᛶ 0000 1111 1111 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 1111 0000 1111 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1
ዪᛶ 1111 1111 0000 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0

直交表への割付け ～１２～

∗ ロボットの割付
→線点図より「4」、「8」、「12」列を利用して割り付ける。

1 4444 8888 12121212 2 3 5 6 7 9 10 11 13 14 15

⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
⏨ᛶ 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
ዪᛶ 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1
ዪᛶ 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0110110110110
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⏨ᛶ 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
ዪᛶ 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0
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⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
⏨ᛶ 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
ዪᛶ 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1
ዪᛶ 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
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䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱ⅠⅠⅠⅠ
䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱ⅠⅠⅠⅠ
䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱ⅠⅠⅠⅠ
䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇

000→→→→䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
011→→→→䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ
101→→→→䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱ⅠⅠⅠⅠ
110→→→→䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇䝇䝍䝤䜶䞊䝇
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1 4 8 12 2 3 5555 6 7 9 10101010 11 13 14 15151515

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 0 0000 0 0 0 0000

⏨ᛶ 0 0 0000 0 0 1 1111 1 1 1 1111
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 0 0000 0 1 1 1111
⏨ᛶ 0 0 1111 1 1 1 1111 1 0 0 0000
⏨ᛶ 1 1 0000 1 1 0 1111 1 0 1 1111
⏨ᛶ 1 1 0000 1 1 1 0000 0 1 0 0000
⏨ᛶ 1 1 1111 0 0 0 1111 1 1 0 0000
⏨ᛶ 1 1 1111 0 0 1 0000 0 0 1 1111
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 1 0000 1 1 0 1111
ዪᛶ 0 1 1111 0 1 0 1111 0 0 1 0000
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 1 0000 1 0 1 0000
ዪᛶ 0 1 0000 1 0 0 1111 0 1 0 1111
ዪᛶ 1 0 1111 1 0 1 1111 0 1 1 0000
ዪᛶ 1 0 1111 1 0 0 0000 1 0 0 1111
ዪᛶ 1 0 0000 0 1 1 1111 0 0 0 1111
ዪᛶ 1 0 0000 0 1 0 0000 1 1 1 0000

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ
䝇䝍䝤䜶䞊䝇

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ
䝇䝍䝤䜶䞊䝇

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ
䝇䝍䝤䜶䞊䝇

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ
䝇䝍䝤䜶䞊䝇

直交表への割付け ～１３～

∗ 武器の割付
→線点図より「5」、「10」、「15」列を利用して割り付ける。

1 4 8 12 5555 10101010 15151515 2 3 6 7 9 11 13 14

⏨ᛶ 0000 0000 0000 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0000 1111 1111 0 0 0 0 1 1 1 1
⏨ᛶ 1111 0000 1111 0 0 1 1 0 0 1 1
⏨ᛶ 1111 1111 0000 0 0 1 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 0000 1111 1111 1 1 1 1 0 1 0 1
⏨ᛶ 0000 0000 0000 1 1 1 1 1 0 1 0
⏨ᛶ 1111 1111 0000 1 1 0 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1111 0000 1111 1 1 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 1111 0000 1111 0 1 0 1 1 1 1 0
ዪᛶ 1111 1111 0000 0 1 0 1 0 0 0 1
ዪᛶ 0000 0000 0000 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0000 1111 1111 0 1 1 0 0 0 1 0
ዪᛶ 1111 1111 0000 1 0 1 0 1 0 1 1
ዪᛶ 1111 0000 1111 1 0 1 0 0 1 0 0
ዪᛶ 0000 1111 1111 1 0 0 1 1 0 0 0
ዪᛶ 0000 0000 0000 1 0 0 1 0 1 1 1
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䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ
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䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊
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⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 0 1 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 1 0 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 1 0 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 0 0 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 1 0 0 0 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1 0 1 1
ዪᛶ 1 0 1 0 0 1 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 0 1 1 1
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⏨ᛶ 0 0 0 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 0 1 1 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 1 1 0 0
⏨ᛶ 1 1 1 1 0 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 1 0 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 1 0 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 0 1 0 0 0 1
ዪᛶ 0 1 1 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 1 0 0 0 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1 0 1 1
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䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹

000→→→→䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹
011→→→→䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁
101→→→→䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹
110→→→→䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹



①①①①5,10,15ิิิิ䜢䜢䜢䜢ᢳฟᢳฟᢳฟᢳฟ

②②②②5,10,15ิิิิ䜢䜢䜢䜢ᐤᐤᐤᐤ䛫䜛䛫䜛䛫䜛䛫䜛

③③③③5,10,15ิิิิ䜢䜢䜢䜢⤖ྜ⤖ྜ⤖ྜ⤖ྜ䛩䜛䛩䜛䛩䜛䛩䜛

䐢䐢䐢䐢Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽䜢䜢䜢䜢䜚䜚䜚䜚䛡䜛䛡䜛䛡䜛䛡䜛
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1 4 8 12 5 10 15 6666 11111111 13131313 2 3 7 9 14

⏨ᛶ 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 0 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1
ዪᛶ 1 0 0 0 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝞䝈䞊䜹
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝬䝅䞁䜺䞁

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝷䜲䝣䝹
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝃䞊䝧䝹

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝬䝅䞁䜺䞁
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝞䝈䞊䜹

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝃䞊䝧䝹
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝷䜲䝣䝹

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝷䜲䝣䝹

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹

䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝃䞊䝧䝹
䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹

000000000000

䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝷䜲䝣䝹
䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁

䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁

011011011011
101101101101
110110110110
110110110110
101101101101
011011011011
000000000000
011011011011
000000000000
110110110110
101101101101
101101101101
110110110110
000000000000
011011011011䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹

直交表への割付け ～１４～

∗ 防具の割付
→線点図より「6」、「11」、「13」列を利用して割り付ける。

1 4 8 12 5 10 15 6666 11111111 13131313 2 3 7 9 14

⏨ᛶ 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 0 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1
ዪᛶ 1 0 0 0 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝞䝈䞊䜹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝬䝅䞁䜺䞁 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝷䜲䝣䝹 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝃䞊䝧䝹 110110110110

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝬䝅䞁䜺䞁 110110110110
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝞䝈䞊䜹 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝃䞊䝧䝹 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝷䜲䝣䝹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝷䜲䝣䝹 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝃䞊䝧䝹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹 110110110110
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝷䜲䝣䝹 110110110110

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

①①①①6,11,13ิิิิ䜢䜢䜢䜢ᢳฟᢳฟᢳฟᢳฟ

②②②②6,11,13ิิิิ䜢䜢䜢䜢ᐤᐤᐤᐤ䛫䜛䛫䜛䛫䜛䛫䜛

③③③③6,11,13ิิิิ䜢䜢䜢䜢⤖ྜ⤖ྜ⤖ྜ⤖ྜ䛩䜛䛩䜛䛩䜛䛩䜛

䐢䐢䐢䐢Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽䜢䜢䜢䜢䜚䜚䜚䜚䛡䜛䛡䜛䛡䜛䛡䜛

000→→→→㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
011→→→→㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
101→→→→ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䛂䛂䛂䛂110䛃䛃䛃䛃䛜䛒䜎䛳䛶䛔䜛䛜䛒䜎䛳䛶䛔䜛䛜䛒䜎䛳䛶䛔䜛䛜䛒䜎䛳䛶䛔䜛䚹䚹䚹䚹
→→→→䛹䛾䛹䛾䛹䛾䛹䛾Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽䜢䜢䜢䜢䜚䜚䜚䜚䛡䛶䜒䜘䛔䛡䛶䜒䜘䛔䛡䛶䜒䜘䛔䛡䛶䜒䜘䛔

䛜䛜䛜䛜䚸䚸䚸䚸䜘䜚䜘䜚䜘䜚䜘䜚䝔䝇䝖䝔䝇䝖䝔䝇䝖䝔䝇䝖䜢䛧䛯䛔䜢䛧䛯䛔䜢䛧䛯䛔䜢䛧䛯䛔Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽䜢䜢䜢䜢䜚䜚䜚䜚
䛡䜛䛾䛜䜘䛔䛡䜛䛾䛜䜘䛔䛡䜛䛾䛜䜘䛔䛡䜛䛾䛜䜘䛔䚹䚹䚹䚹

ex) 䜘䛟䜘䛟䜘䛟䜘䛟䛖䛖䛖䛖㜵ල㜵ල㜵ල㜵ල䛸䛛䛸䛛䛸䛛䛸䛛䚹䚹䚹䚹 䚹䚹䚹䚹 䚹䚹䚹䚹
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1 4 8 12 5 10 15 6666 11111111 13131313 2 3 7 9 14

⏨ᛶ 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 0 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1
ዪᛶ 1 0 0 0 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝞䝈䞊䜹
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝬䝅䞁䜺䞁

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝷䜲䝣䝹
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝃䞊䝧䝹

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝬䝅䞁䜺䞁
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝞䝈䞊䜹

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝃䞊䝧䝹
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝷䜲䝣䝹

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝷䜲䝣䝹

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹

䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝃䞊䝧䝹
䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹

000000000000

䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝷䜲䝣䝹
䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁

䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁

011011011011
101101101101
110110110110
110110110110
101101101101
011011011011
000000000000
011011011011
000000000000
110110110110
101101101101
101101101101
110110110110
000000000000
011011011011䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹

直交表への割付け ～１５～

∗ 防具の割付
→線点図より「6」、「11」、「13」列を利用して割り付ける。

000→→→→㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
011→→→→㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
101→→→→ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

1 4 8 12 5 10 15 6666 11111111 13131313 2 3 7 9 14

⏨ᛶ 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 0 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1
ዪᛶ 1 0 0 0 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝞䝈䞊䜹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝬䝅䞁䜺䞁 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝷䜲䝣䝹 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝃䞊䝧䝹 110110110110

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝬䝅䞁䜺䞁 110110110110
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝞䝈䞊䜹 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝃䞊䝧䝹 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝷䜲䝣䝹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝷䜲䝣䝹 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝃䞊䝧䝹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹 110110110110
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝷䜲䝣䝹 110110110110

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

1 4 8 12 5 10 15 6666 11111111 13131313 2 3 7 9 14

⏨ᛶ 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 0 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1
ዪᛶ 1 0 0 0 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1

䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝬䝅䞁䜺䞁 㕲䛾䝅䞊䝹䝗
䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝞䝈䞊䜹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝷䜲䝣䝹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝃䞊䝧䝹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝞䝈䞊䜹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝃䞊䝧䝹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝷䜲䝣䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝷䜲䝣䝹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝃䞊䝧䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝷䜲䝣䝹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗

䛂䛂䛂䛂110䛃䛃䛃䛃䛜䛒䜎䛳䛶䛔䜛䛜䛒䜎䛳䛶䛔䜛䛜䛒䜎䛳䛶䛔䜛䛜䛒䜎䛳䛶䛔䜛䚹䚹䚹䚹
→→→→䛹䛾䛹䛾䛹䛾䛹䛾Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽䜢䜢䜢䜢䜚䜚䜚䜚䛡䛶䜒䜘䛔䛡䛶䜒䜘䛔䛡䛶䜒䜘䛔䛡䛶䜒䜘䛔

䛜䛜䛜䛜䚸䚸䚸䚸䜘䜚䜘䜚䜘䜚䜘䜚䝔䝇䝖䝔䝇䝖䝔䝇䝖䝔䝇䝖䜢䛧䛯䛔䜢䛧䛯䛔䜢䛧䛯䛔䜢䛧䛯䛔Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽䜢䜢䜢䜢䜚䜚䜚䜚
䛡䜛䛾䛜䜘䛔䛡䜛䛾䛜䜘䛔䛡䜛䛾䛜䜘䛔䛡䜛䛾䛜䜘䛔䚹䚹䚹䚹

ex) 䜘䛟䜘䛟䜘䛟䜘䛟䛖䛖䛖䛖㜵ල㜵ල㜵ල㜵ල䛸䛛䛸䛛䛸䛛䛸䛛䚹䚹䚹䚹 䚹䚹䚹䚹 䚹䚹䚹䚹

ᅇᅇᅇᅇ䛿䛿䛿䛿䚸䚸䚸䚸
䝕䝣䜷䝹䝖䝕䝣䜷䝹䝖䝕䝣䜷䝹䝖䝕䝣䜷䝹䝖タᐃタᐃタᐃタᐃ䛷䜘䛟䛷䜘䛟䛷䜘䛟䛷䜘䛟䜟䜟䜟䜟
䜜䜛䜜䜛䜜䜛䜜䜛䛂䛂䛂䛂㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䛃䛃䛃䛃
䜢䜢䜢䜢䛂䛂䛂䛂110䛃䛃䛃䛃䛻䛻䛻䛻䜚䜚䜚䜚䛡䛯䛡䛯䛡䛯䛡䛯䚹䚹䚹䚹
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ᅉᏊ1 2 3 7 9 14

⏨ᛶ 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 0 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1
ዪᛶ 1 0 0 0 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1

ᅉᏊ2 ᅉᏊ3 ᅉᏊ4

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝞䝈䞊䜹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝬䝅䞁䜺䞁 㕲䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝷䜲䝣䝹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝃䞊䝧䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝞䝈䞊䜹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝃䞊䝧䝹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝷䜲䝣䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝷䜲䝣䝹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝃䞊䝧䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝷䜲䝣䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗

直交表への割付け ～１６～

∗ 割付完了
→2因子間の網羅が100%になっている。

ᅉᏊ1 2 3 7 9 14

⏨ᛶ 0 0 0 0 0

⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ 0 0 0 1 1

⏨ᛶ 0 0 1 0 1

⏨ᛶ 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 1

⏨ᛶ 1 1 1 1 0

⏨ᛶ 1 1 0 0 0

⏨ᛶ 1 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 1 0

ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ 0 1 1 0 1

ዪᛶ 0 1 0 1 1

ዪᛶ 0 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1

ዪᛶ 1 0 0 0 0

ዪᛶ 1 0 1 1 0

ዪᛶ 1 0 1 0 1

ᅉᏊ2 ᅉᏊ3 ᅉᏊ4

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝞䝈䞊䜹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ 䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁 㕲㕲㕲㕲䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝷䜲䝣䝹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝃䞊䝧䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ 䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹 ᮌᮌᮌᮌ䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝃䞊䝧䝹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝷䜲䝣䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝷䜲䝣䝹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗

䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ 䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹 㔠㔠㔠㔠䛾䛾䛾䛾䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗

䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ 䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗

䛹䛾䛹䛾䛹䛾䛹䛾ᅉᏊᅉᏊᅉᏊᅉᏊ䛾䛹䛾䛾䛹䛾䛾䛹䛾䛾䛹䛾Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽Ỉ‽
䜢䛸䛳䛶䜒䜢䛸䛳䛶䜒䜢䛸䛳䛶䜒䜢䛸䛳䛶䜒ྠᵝྠᵝྠᵝྠᵝ䟿䟿䟿䟿䟿䟿䟿䟿

䛘䜀䛘䜀䛘䜀䛘䜀䚸䛂䚸䛂䚸䛂䚸䛂䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗䝂䝑䝖䝝䞁䝗ⅡⅡⅡⅡ䛃䛃䛃䛃
䛻䛻䛻䛻ὀ┠ὀ┠ὀ┠ὀ┠䛩䜛䛸䛩䜛䛸䛩䜛䛸䛩䜛䛸

䝟䜲䝻䝑䝖䝟䜲䝻䝑䝖䝟䜲䝻䝑䝖䝟䜲䝻䝑䝖䠖䠖䠖䠖
⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ⏨ᛶ䚸䚸䚸䚸ዪᛶዪᛶዪᛶዪᛶ

ṊჾṊჾṊჾṊჾ䠖䠖䠖䠖
䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䝞䝈䞊䜹䚸䚸䚸䚸䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䝬䝅䞁䜺䞁䚸䚸䚸䚸
䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䝷䜲䝣䝹䚸䚸䚸䚸䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹䝃䞊䝧䝹

㜵ල㜵ල㜵ල㜵ල䠖䠖䠖䠖
㔠㔠㔠㔠䚸䚸䚸䚸㕲㕲㕲㕲䚸䚸䚸䚸ᮌᮌᮌᮌ

䛹䜜䜒䛹䜜䜒䛹䜜䜒䛹䜜䜒ᚲᚲᚲᚲ䛪䛪䛪䛪⤌ྜ⤌ྜ⤌ྜ⤌ྜ䛫䛻䛺䛳䛫䛻䛺䛳䛫䛻䛺䛳䛫䛻䛺䛳
䛶䛔䜛䛶䛔䜛䛶䛔䜛䛶䛔䜛䚹䚹䚹䚹
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ᅉᏊ1 2 3 7 9 14

⏨ᛶ 0 0 0 0 0

⏨ᛶ 0 0 0 1 1
⏨ᛶ 0 0 1 0 1
⏨ᛶ 0 0 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 1 0 1
⏨ᛶ 1 1 1 1 0
⏨ᛶ 1 1 0 0 0
⏨ᛶ 1 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 1 1 0
ዪᛶ 0 1 1 0 1
ዪᛶ 0 1 0 1 1
ዪᛶ 0 1 0 0 0
ዪᛶ 1 0 0 1 1
ዪᛶ 1 0 0 0 0
ዪᛶ 1 0 1 1 0
ዪᛶ 1 0 1 0 1

ᅉᏊ2 ᅉᏊ3 ᅉᏊ4

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝞䝈䞊䜹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝃䞊䝧䝹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝷䜲䝣䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝞䝈䞊䜹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝬䝅䞁䜺䞁 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝷䜲䝣䝹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝃䞊䝧䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝃䞊䝧䝹 㕲䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝷䜲䝣䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝬䝅䞁䜺䞁 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝞䝈䞊䜹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗

䝴䞊䝄䝡䝸䝔䜱Ⅰ 䝷䜲䝣䝹 ᮌ䛾䝅䞊䝹䝗
䝇䝍䝤䜶䞊䝇 䝃䞊䝧䝹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗

䝕䝞䝑䜾䝇䝍䞊 䝞䝈䞊䜹 㔠䛾䝅䞊䝹䝗
䝂䝑䝖䝝䞁䝗Ⅱ 䝬䝅䞁䜺䞁 㕲䛾䝅䞊䝹䝗

テストケース～１～

∗ テストケースへ

1⾜⾜⾜⾜䛜䛭䜜䛮䜜䛜䛭䜜䛮䜜䛜䛭䜜䛮䜜䛜䛭䜜䛮䜜

䝔䝇䝖䜿䞊䝇䝔䝇䝖䜿䞊䝇䝔䝇䝖䜿䞊䝇䝔䝇䝖䜿䞊䝇
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テストケース ～２～

∗ テストケース

Case1Case1Case1Case1：：：： 「男性」-「デバッグスター」 -「バズーカ」 -「金のシールド」
Case2Case2Case2Case2：：：： 「男性」-「ゴットハンドⅡ」 -「マシンガン」-「鉄のシールド」
Case3Case3Case3Case3：：：： 「男性」-「ユーザビリティⅠ」-「ライフル」 -「木のシールド」
Case4Case4Case4Case4：：：： 「男性」-「スタブエース」 -「サーベル」 -「金のシールド」
Case5Case5Case5Case5：：：： 「男性」-「デバッグスター」 -「マシンガン」-「金のシールド」
Case6Case6Case6Case6：：：： 「男性」-「ゴットハンドⅡ」 -「バズーカ」 -「木のシールド」
Case7Case7Case7Case7：：：： 「男性」-「ユーザビリティⅠ」-「サーベル」 -「鉄のシールド」
Case8Case8Case8Case8：：：： 「男性」-「スタブエース」 -「ライフル」 -「金のシールド」
Case9Case9Case9Case9：：：： 「女性」-「デバッグスター」 -「ライフル」 -「鉄のシールド」
Case10Case10Case10Case10：：：：「女性」-「ゴットハンドⅡ」 -「サーベル」 -「金のシールド」
Case11Case11Case11Case11：：：：「女性」-「ユーザビリティⅠ」-「バズーカ」 -「金のシールド」
Case12Case12Case12Case12：：：：「女性」-「スタブエース」 -「マシンガン」-「木のシールド」
Case13Case13Case13Case13：：：：「女性」-「デバッグスター」 -「サーベル」 -「木のシールド」
Case14Case14Case14Case14：：：：「女性」-「ゴットハンドⅡ」 -「ライフル」 -「金のシールド」
Case15Case15Case15Case15：：：：「女性」-「ユーザビリティⅠ」-「マシンガン」-「金のシールド」
Case16Case16Case16Case16：：：：「女性」-「スタブエース」 -「バズーカ」 -「鉄のシールド」
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∗ 直交表の注意点。

・直交表を使う場合は、あくまでも2因子網羅100%
→3因子以上のテストは別途検討
・影響範囲の大きい因子は固定でやる とか
・過去プロジェクトで問題傾向を分析して狙う とか

・因子と水準の抽出がポイント
→実際にはもっと水準が多い場合もある
・他のテスト設計技法を組み合わせて効果的に。
例えば同値分割など。

注意点
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ソフトウェアテストシンポジウムは、ソフトウェアのテスト、レビューなど品
質、信頼性に特化した国内最大級のイベントであり、昨年はのべ1,600

人の方が来場されています。最先端の話題から実践事例まで、活発な
議論や情報交換を行う場です。

JaSSTJaSSTJaSSTJaSST’’’’12121212 TokyoTokyoTokyoTokyo
䝋䝣䝖䜴䜵䜰䝔䝇䝖䝅䞁䝫䝆䜴䝮䝋䝣䝖䜴䜵䜰䝔䝇䝖䝅䞁䝫䝆䜴䝮䝋䝣䝖䜴䜵䜰䝔䝇䝖䝅䞁䝫䝆䜴䝮䝋䝣䝖䜴䜵䜰䝔䝇䝖䝅䞁䝫䝆䜴䝮2012 2012 2012 2012 ᮾிᮾிᮾிᮾி

http://jasst.jp/

ソフトウェアテストに関する国内最大級のシンポジウム

2012年1月25,26日
東京 目黒雅叙園にて開催決定！！
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●プログラム(予定)
䞉䞉䞉䞉ᇶㄪㅮ₇ᇶㄪㅮ₇ᇶㄪㅮ₇ᇶㄪㅮ₇
䞉䞉䞉䞉ᣍᚅㅮ₇ᣍᚅㅮ₇ᣍᚅㅮ₇ᣍᚅㅮ₇
䞉䞉䞉䞉䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹
䞉䞉䞉䞉䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁
䞉䞉䞉䞉ㄽᩥㄽᩥㄽᩥㄽᩥ䞉䞉䞉䞉Ⓨ⾲Ⓨ⾲Ⓨ⾲Ⓨ⾲
䞉䞉䞉䞉䝔䜽䝜䝻䝆䞊䝉䝑䝅䝵䞁䝔䜽䝜䝻䝆䞊䝉䝑䝅䝵䞁䝔䜽䝜䝻䝆䞊䝉䝑䝅䝵䞁䝔䜽䝜䝻䝆䞊䝉䝑䝅䝵䞁
䞉䞉䞉䞉䛭䛾䛭䛾䛭䛾䛭䛾⏬⏬⏬⏬䝉䝑䝅䝵䞁䝉䝑䝅䝵䞁䝉䝑䝅䝵䞁䝉䝑䝅䝵䞁ከᩘከᩘከᩘከᩘ
(䝔䝇䝖䝔䝇䝖䝔䝇䝖䝔䝇䝖タィタィタィタィ䝁䞁䝔䝇䝖䝁䞁䝔䝇䝖䝁䞁䝔䝇䝖䝁䞁䝔䝇䝖䚸䚸䚸䚸䝷䜲䝤䝉䝑䝅䝵䞁䝷䜲䝤䝉䝑䝅䝵䞁䝷䜲䝤䝉䝑䝅䝵䞁䝷䜲䝤䝉䝑䝅䝵䞁䛺䛹䛺䛹䛺䛹䛺䛹)

●基調講演(これまでの実績)
2003ᖺᖺᖺᖺ ᒣᾆᒣᾆᒣᾆᒣᾆ ᜏኸᜏኸᜏኸᜏኸ ẶẶẶẶ
2004ᖺᖺᖺᖺ Tom Demarco ẶẶẶẶ
2005ᖺᖺᖺᖺ Rex Black ẶẶẶẶ
2006ᖺᖺᖺᖺ Rick Craig ẶẶẶẶ
2007ᖺᖺᖺᖺ Ed Yourdon ẶẶẶẶ
2008ᖺᖺᖺᖺ Capers Jones ẶẶẶẶ
2009ᖺᖺᖺᖺ Roger S. Pressman ẶẶẶẶ
2010ᖺᖺᖺᖺ Johanna Rothman ẶẶẶẶ
2011ᖺᖺᖺᖺ Lee CopelandẶẶẶẶ

2012ᖺᖺᖺᖺ 䠛䠛䠛䠛䠛䠛䠛䠛䠛䠛䠛䠛(ᅇᅇᅇᅇ䜒䜒䜒䜒䝡䝑䜾䝛䞊䝮䝡䝑䜾䝛䞊䝮䝡䝑䜾䝛䞊䝮䝡䝑䜾䝛䞊䝮䜢䜢䜢䜢ㄪᩚ୰ㄪᩚ୰ㄪᩚ୰ㄪᩚ୰)

JaSSTJaSSTJaSSTJaSST’’’’12121212 TokyoTokyoTokyoTokyo
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今後のJaSST開催のご案内

JaSSTは全国各地で行われています。
JaSSTᾏ㐨ᾏ㐨ᾏ㐨ᾏ㐨

2011.10.21(ᮐᖠᮐᖠᮐᖠᮐᖠ) 㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ

JaSST東京

2012.1.25䡚䡚䡚䡚26(ᮾிᮾிᮾிᮾி) 㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ

JaSST㛵す㛵す㛵す㛵す
2012.7 㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ

JaSSTᅄᅜᅄᅜᅄᅜᅄᅜ
2012.7 (㤶ᕝ㤶ᕝ㤶ᕝ㤶ᕝ) 㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ

JaSSTᕞᕞᕞᕞ
2011.11. 25䠄䠄䠄䠄⚟ᒸ⚟ᒸ⚟ᒸ⚟ᒸ䠅䠅䠅䠅 㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ

JaSST᪂₲᪂₲᪂₲᪂₲
2012.2䠄䠄䠄䠄᪂₲᪂₲᪂₲᪂₲䠅䠅䠅䠅 㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ㛤ദணᐃ

JaSSTᮾᾏᮾᾏᮾᾏᮾᾏ
2011.11.11䠄䠄䠄䠄ឡ▱ឡ▱ឡ▱ឡ▱䠅䠅䠅䠅 㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ㛤ദỴᐃ
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ありがとうございました。

∗ご清聴ありがとうございました。

∗次は1月25日に目黒雅叙園で

お会いしましょう。


